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クラブ誌

　この度、鳥取久松ライオンズクラブの
会長に就任させて頂くことになりました。
まだまだ若輩者ですが、諸先輩方、そ
して当クラブのメンバーの皆様のお力を
お借りし、一年間精一杯努めさせて頂き
ますので、よろしくお願い致します。
　今年度の会長スローガンを「～絆～ 
共に歩む　未来に向かって」とさせて
頂きました。
大規模な自然災害や、児童虐待、危険
運転での事故等により、尊い命が失わ
れていくことが、日常のようになってい
る今の日本。その中で気づかされる、
絆の大切さや、思いやりの心。これか
らの未来を生きる子供たちへのエールを

　久松ライオンズクラブに入会して早いも
ので２１年が経ち、私も還暦を迎えてしま
いました。この歳で３回目の幹事という大
役を受けて大丈夫だろうかと思いました
がお受けした以上、会長の補佐として、
会長スローガン「～絆～  共に歩む 未来
に向かって」を目指して、各委員会の皆

込め、そして当クラブの発展を願い、こ
のように決めさせて頂きました。
　この地で産まれ育った私が、この地
域のために、鳥取の発展のために、当
クラブを通して何かお役に立てることが
あれば、それはとても幸せなことだと思
います。
　当クラブのメンバー各自が互いに尊重し、

「仲間」としての思いやりに溢れて活動
することが、今後の当クラブの発展にも
つながることを信じて、会長としての任
務を全うして参ります。
　最後になりましたが、皆様の絶大なる
ご支援とご協力をお願いし、就任の挨
拶とさせて頂きます。

様と共に頑張っていきたいと思います。 
また会員増強につきましても、「ドロップ０ 
純増３名」を目指して、まずは、例会の 
出席率が UP する楽しい例会、会員参加
型のアクティビティーを目標に、努力してい
きたいと思います。会員の皆様、１年間 
協力の程よろしくお願いします。

地区アクティビティ・スローガン	 『改革は成長のエネルギー』
地区ガバナー・スローガン	 『人、命を守る		We	Serve!』
地区ガバナー・キーワード	 『アラート』『メンバーズ	ファースト』『家族』
鳥取久松LC会長スローガン	 『～絆～		共に歩む	未来に向かって』

会長就任あいさつ

幹事就任あいさつ

会 長 Ｌ 山田 俊一

幹 事 Ｌ 荒川 彰夫
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　この度、地区ガバナーに就任いたしま
した倉敷真備ライオンズクラブ所属の小
野宗次でございます。どうぞよろしくお願
いいたします。
　ライオンズクラブの基本理念は奉仕の
精神の下、「We Serve｣を実行し、社会
に貢献することであると考えます。しか
しながら、近年の社会経済情勢の低迷
や少子高齢化による人口減少など、私た
ちを取り巻く著しい環境変化により、会
員数は減少の一途をたどっています。こ
の状態が続くと、いつの日かライオンズの

　この度、２０１９～２０１０年度３３６－B
地区７R－１Zのゾ－ン・チェアパ－ソンの大
役を引き受けることになりました、鳥取い
なばライオンズクラブの山本です。小野ガ
バナーの地区アクテイビテイ・スロ－ガンは 
「改革は成長のエネルギ－」地区ガバナー・
スロ－ガンは、「人、命を守る、We Serve」 
地区ガバナー・キ－ワ－ドは、「アラ－ト、
メンバ－ズファ－スト、家族」です。
　特に、改革に力を入れて、３３６－Bレ
ガシー特別委員会を立ち上げられ8人の
ZC及び8人の元地区ガバナーで委員会が
構成されています。この委員会では、
１.キャビネット事務局体制のありかた
２.キャビネット会議、大会運営のありかた
３.リジョン、ゾ－ン編成問題、
４.リジョンチェアパ－ソンの必要性
５.会員減少問題
等が話し合われるようです。特に問題な
のは、かつては６,０００人を超えた会員が、
３,０００人台になっていることでしょう。

「奉仕の灯火」が消えかねません。
　ジュンヨル・チョイ国際会長の方針では

「多様性はあらゆる違いを乗り越える架
け橋である」と述べられています。独自
性のある多種多様な奉仕をクラブや地
域に取り入れ、より元気なクラブと更なる
地域の発展のために大きなインパクトの
ある行動を起こしましょう。
　国際協会の今年度の方針を念頭に置
き、各クラブが独自の特色を持ち、多様
な奉仕を実行していただきたいと心から
願っております。

本年度小野地区ガバナーは３１０人の純
増を目標としておられますので、よろしく
お願いします。
　既に、二回のゾ－ン・チェアパ－ソンの研
修会をうけ、その中でゾ－ン・チェーンとは
１. 協会の目的を推進する。
２.  地区ガバナー諮問委員会の委員長を 

務め、同委員会会議で議長を務める。
３.  地区役員と協力して、各クラブの会員

増強、指導力育成、奉仕に関して支援
する。

４.  ゾ－ン内のクラブに割り当てられた
数の代議員全員を地区大会に派遣し
て、大会参加を促進する。

５.  任期中ゾ－ン内の各クラブの例会に
出席する。

となっています。この様な大役は、７Ｒ－
１Ｚの会員の皆様の協力がなくては出来
ません。
　一年間の協力をよろしくお願いいたし
ます。

ゾーン・チェアパーソン就任ごあいさつ
7R－ 1Z・ZC（鳥取いなばライオンズクラブ所属） L 山本 孝夫

地区ガバナー就任ごあいさつ
336－ B地区ガバナー L 小野 宗次
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　今年度、地区GMT・FWT委員を拝命い
たしました。
　GMT(グローバル会員増強チーム)
FWT(家族及び女性チーム)は、減少傾
向が続くクラブ会員を増強するため、 
個人会員はもとより、家族会員や女性グ
ループ、趣味の会などをライオンズクラブの
内部組織として増強しようとするものです。
　久松ライオンズクラブでは、LLの会（しろ
やま支部）が結成されており独自の活動をし
ています。
　申すまでもなく、近年のクラブを取り巻く
環境は、会員の減少傾向、高齢化、活動の

停滞化など、大変厳しい状況にあります。
　当クラブも、過去には会員数が60数名の
時代もありました。クラブ会員の高齢化に
よる退会や新規会員の獲得が難しい状況
の中、厳しいクラブ運営が続いています。
　336-B地区においても多くのクラブが同
じ悩みを抱えており、GMT・FWTは会員増
強に地区としてどう取り組んでいくのか、 
大変な重責をいただきました。他クラブの取
組等を参考にしながら、会員増強に向けて
しっかりと取り組んでまいります。皆様のご
協力をいただきながら責任を全うしたいと 
存じます。一年間よろしくお願いいたします。

地区ＧＭＴ・ＦＷＴ委員就任あいさつ
地区 GMT・FWTメンバー L 上杉 榮一

日本ボーイスカウト鳥取連盟へ活動支援金を拠出

◆２０１9年8月4日(日)　8：30～8：45
◆於　湖山池公園青島広場

贈呈式

納涼移動例会

◆２０１9年7月25日(木)　１８：３０～２０：３０
◆於　酒菜や呵呵旨

Beer Beer

3



GST委員長 Ｌ 浜本 純一

　まだ残暑が残る、去る9月13日にスターボ
ウルに於いて『第47回鳥取市敬老ボウリン
グ大会』を開催致しました。
　午後1時集合！既に数人のＬが待ってお
られ、早速会場の準備に取りかかり、横幕
張り・賞品の整理・中間配布のジュース別
け等々。そうこうしているうちに、参加者の
方々も揃っておられ少し時間を早めて開
会式へ。会長・来賓の方の挨拶、始球式、
ゲーム開始です。
　参加者総勢108名、23レーンの貸し切
り、大変な熱気です。最高年齢89歳、女
性は85歳と皆様若さに溢れておられ、
200点アップの方も多数おられました。

　総務省の発表によれば、65歳以上の
方が全人口のなんと28.4％と過去最高
を更新し、そのうち仕事に就いておられ
る方は何と862万人 就労者の12.9％とな
り重要な戦力となっているとのことです。

（私もその一人）
　軽いスポーツで体を動かしいつまでも
健康で人生を楽しんでおられる皆様から、
こちらの方が力をもらいました。
　日本海ケーブルネットの方も取材に来
られ、放映がありました。表彰式には、前
会長も来られ無事に終了しました。
　皆様のご協力とアドバイスを受け、何と
か終えることができた事に深く感謝をし、
敬老ボウリング大会の報告とさせて頂き
ます。

『第47回鳥取市敬老ボウリング大会』に寄せて
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　残暑の厳し
さが 残る中 、 
9 月 9 日（ 月 ） 
倉吉シティホテ
ルにて、小 野
宗 次３３６-Ｂ 

地区ガバナーをお迎えし、「ガバナー公
式訪問懇談会」が盛大に開催されました。
　国歌斉唱、ライオンズクラブの歌の斉
唱から始まり、小野宗次ガバナーのご挨
拶 、名 越 勉 地 区 特
別 顧 問 のご 挨 拶 、 
クラブ 現 況 報 告な
ど、中身の濃い懇談
会となりました。
　 小 野 宗 次 ガ バ
ナ ー からは 、令 和
という新 たな 時 代

　当日は、雲一つ無い好天に恵まれ、さわ
やかな秋の気配の中で、植え替え作業を
行いました。Ｌ浜本のご厚意で、事前に古
株を重機により撤去して頂き、大変スムー
ズに新しいカツラの
苗木を植樹すること
ができました。改めて 
お礼を申し上げます。

のスタートを迎え、ガ
バナースローガンで
ある、「人、命を守る 
Ｗe Ｓｅｒｖｅ!」あらゆる
命を守る行動の必要

性を、語って頂きました。
　とても和やかな雰囲気の中、参加者全員
の心が一つになり、コミュニケーション
を十分にとることができた、素晴らしい 
懇談会でした。

　今回は、２本のみの植え替えでしたが、
池に近い方の植樹から元気が無いよう
に見受けられました。今後定期的に、適切
な維持管理の必要性を強く感じました。
　この休憩ゾーンは、以前から我が鳥取
久松ライオンズクラブが、東屋・ベンチ・植
樹そして記念碑等を寄贈し、思いのある
場所と認識しております。今後とも、市民
の憩いの場としてたくさんの方々に利用
されるよう祈念いたします。

７Ｒ－１・２Ｚガバナー公式訪問懇談会

移動例会【植樹作業】

会 長 Ｌ 山田 俊一

財務・計画委員長 Ｌ 宮部 文雄

◆２０１9年10月10日(木)　12：00～13：00
◆於　湖山池公園休憩ゾーン
◆参加者　15名

湖山池公園休憩ゾーンの記念植樹植え替え
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鳥取久松ライオンズクラブ
鳥取市川端2丁目125 鳥取県不動産会館3F
☎（0857）23-6830　Fax（0857）23-4908
kyusholc@hal.ne.jp
山田 俊一
荒川 彰夫
上田 雅稔
第２・第４木曜日  12:20～13:20
白兎会館　
鳥取市末広温泉町556  ☎（0857）23-1201
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E - m a i l
会 長
幹 事
ＭＣ委員会委員長
例 会 日
例 会 場

あ  と  が   き

　事務局のご尽力により記念すべき令和初のクラブ誌を 
発行することができました。ライオンズ活動はじめ奉仕 
活動に対する考えや関わり方は世代によってまちまち 
ですが、奉仕活動に従事する姿そのものが社会を勇気 
づける力は不変といえるでしょう。会員数の減少、会員の
高齢化傾向が続いていますが、社会の一隅を照らす存在
であり続けたいものです。

（ＭＣ委員会委員長　L 上田 雅稔）

ＣＮ４９周年記念例会

しろやま支部主催『ブルーベリー狩り』

◆2019年10月24日(木)　18：30～20：30
◆於　味空間 こうりん坊

◆2019年7月28日（日）　9：30～
◆於　いなばブルーベリーガーデン
◆参加者　22名
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